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　現在「新型コロナウイルス感染症」が流行しています。
現時点での情報とコロナウイルスについてお伝えします。

○コロナウイルスとは
　発熱や咳、鼻水、鼻づまり、のどの痛みなどを引き
起こすウイルスで、人に感染するものは6種類ありま
す。そのうちの2つは、過去に話題になった中東呼吸
器症候群（MERS）や重症急性呼吸器症候群（SARS）
ウイルスが含まれます。残り４種類のウイルスが一般
の「かぜ」の原因の10 ～ 35％を占めます。
　新型コロナウイルスは、中国の湖北省武漢市で発見
された新しいコロナウイルスの一種となります。

○受診や検査を希望する場合
　かぜの症状や37.5度以上の発熱が4日以上続く場
合 （解熱剤を飲み続けなければならない方も同様で
す）、強いだるさや息苦しさがある場合は、まずは最寄
りの保健所に相談してください。保健所が検査できる
医療機関を紹介しますので、マスクをして受診してく
ださい。
　他の方への感染を防ぐため突然の受診はご遠慮く
ださい。

　市民の方の医療機関への電話も、
保健所に相談するよう説明していま
すのでご了承ください。

○かからないために
　インフルエンザと同じ「飛沫感染」と「接触感染」です。
外出後、食事の前には石けんやアルコール消毒液など
による手洗いを行ってください。
　街中ではすぐに手洗いができず、現在はマスクも品
薄状態です。咳やくしゃみは手でおさえるのではな
く、ハンカチやティッシュ、袖口でおさえてください。

　すべてのかぜ症状が「新型コロナウイルス」とは限
りませんが、やはりひとが多い場所にはインフルエン
ザをはじめ、さまざまなウイルスに接触する機会が多
くなります。できるだけ人多い場所を避けることも予
防策になります。
　これまで経験したことない感染症の出現に不安な日々
が続いていると思いますが、参考になれば幸いです。

『新型コロナウイルス
　　  感染症について』
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　本々の梢を揺らす風に春を感じるこの頃、皆様いかがお
過ごしでしょうか。３月の研修医だよりを担当させていた
だく、研修医１年目の柴田洋平と申します。

　私は島根県出雲市に生まれ、高校から同県松江市に
引っ越し、その後、鳥取県米子市に位置する鳥取大学医学
部に入学しました。大学を卒業するまで島根県の西部地方
には縁がありませんでしたが、2019年春より浜田医療セ
ンターにて初期研修をさせていただいております。浜田で
の生活は始めこそ不安でしたが、山陰にしては穏やかな気
候で、とても過ごしやすい環境であることに気づきまし
た。また、美又温泉などといった名湯が近く、時々訪れて
は、疲れた身体を癒やしてもらっています。

　大学ではフットサル部に所属しており、今年度より浜田
医療センターでもフットサルの集まりが始まりました。職
種関係なく集まった方たちとフットサルを通じて交流を深
め、汗を流せることをありがたく感じています。練習試合で
は全員で作戦を練りながら試行錯誤しています。１つの
チームとして団結し問題に立ち向かっていく様は、チーム
医療に近いものを感じます。

　さて、初期研修生活も１年が過ぎようとしています。４月
の入職時には電子カルテの使い方もわからず、指導医の先
生からの指示の下、動いているような状態でした。救急外
来でもあたふたしてしまうことが多かったように感じま
す。しかし、指導医の先生方からの優しく丁寧な指導や、看

護師・薬剤師等の医療スタッフの方々のおかげで、まだま
だ未熟ではありますが、少しずつ成長できていると実感し
ています。こういった素晴らしい環境で初期研修生活を送
れることには感謝しかありません。

　浜田医療センターには現在12人の研修医が在籍してい
ますが、この３月にて２年目研修医の先輩方は浜田医療セ
ンターを離れ、各病院にて後期研修の身となられます。初
期研修医１年目の私からは一番近い存在であり、頼りにな
る２年目の先輩方からは普段の診療や勉強会を通して、
様々なことを学ばさせていただきました。救急外来での動
き方も、最初は先輩方の背中を見て成長してきたと思う
と、感慨深く感じると同時に、自分がその憧れの存在に近
づけているか不安にもなります。次は４月から新しく研修
医となる後輩に自分たちが教える番であり、身が引き締ま
る思いです。

　来年度は院内研修に加え、大学病院や外病院での研修
が待っています。慣れない環境で障壁が立ちはだかるかも
しれませんが、浜田医療センターにて学んだことを活かし、
有意義な研修にできるよう、研鑽に努めてまいります。地
域の皆様、指導医の先生方をはじめとする院内スタッフの
方々、今後ともご指導ご鞭撻の程、お願い申し上げます。

　最後になりましたが、拙い文章にお付き合いいただき、
誠にありがとうございました。春寒の折り、どうぞお身体
には十分お気遣いください。

この情報は2020年2月28日現在の対応や情報です。日々状況が変わり情報が更新されていますのでチェックしてください。
○厚生労働省ホームページ　新型コロナウイルスに関するQ&A（一般の方向け）
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q1
○島根県ホームページ　新型コロナウイルス感染症について
　https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/yakuji/kansensyo/other/topics/bukan2020.html
○LINEニュース　「新型肺炎　最新情報まとめ」

国立感染症研究所「コロナウイルスとは」一部抜粋
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/9303-coronavirus.html

【図1】ヒトに感染するコロナウイルスの特徴
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